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尿 ウロ ビ リノゲ ン反應 知 見 補 遺(第二報)

(尿 ウ ロ ビ リ ノ グ ン の α型 、β型)

名大醫學部勝沼内科教室(指 導 勝沼輝藏教授)

國立療養所大府荘(指 導 勝沼六郎博士)

束村 道 雄

_量 の試 藥 を加 え て反 鷹 を 行 う。)緒 冨 '
.(2)撫 でEhrlich氏 鷹 激 の 尿 の 蔽 蹴

さきに著 者は第 一・報 に於 て 尿 中の.Ur◎bilinogen。 澱 後 の 濾液 は 、Ehrlich氏 反鷹 常 温 陰 性 で加 熱 陽

完 全鉄如(Ehrlich氏Aldehyd反 磨 加 熱 陰性)に 就V・ 性 又 は 陰性 で あ る◎1

て魏察 しこれ が病 的 意味 を有 た な い こ と を述 べ ・(3)加 熱 して もEhrlich氏 反鷹 陰 性 で あ る尿 の

更 に常温 でEhrlich氏Aldehyd一 反 磨(以 下Ehrlich酷 酸 鉛 沈澱 褒 の 濾液 はEhrlich氏 反鷹 加 熱 陰性 で

氏反慮 と稻 す る)を 與 え る物 質 と加 熱 して は じめ'あ る。

てEhrlich氏 反 鷹 を與 え る物 質 とは別 個 の もの と(小 括)以 上 の 實 験 に よつ て 、 著 者 は 常 濫 で

考 えるべ きで あ る と した 。 即 ち錯 酸 鉛 に よ る沈 澱Ehrlich氏 反 鷹 を與 え る物 質 は 酷 酸 鉛 に よle沈 澱

の差か ら爾 者 を別個 の もの と考 えたH蕊riの 論 を し、加 熱 しては じめてEhrlich氏 反 慮 を輿 え る物

臨床的 観 察 か ら確 認 し前 者 をUrobilin・genβ ・後 質 は酷 酸 鉛 に よ り沈澱 しなV・と云 う 罫 鱒(ユ)の 所

者 をUrobiliロogeRα と名 づ け 、更 にUrobilinogen見 を追 試 確 認 す る と と もに 、更 にEigelbeDiaz◎rea一

αの臨床 的 意義 に就 い て其 の 檜 加 が 病 的意 味 を有ktionを 用 い て詳 細 な る實 験 を行 つ て 此 の繭 者 が

し得 る こと を述 べ た◎ 著 者 はUrobilinogenの α及 別個 の もの で あ る こ と を認 めた 。 印 ちUr◎bilino一

β型 の問 題 に就 い て 更 に實 験 を績 けて新 知 見 を得genβ(β 型)は 酷 酸 鉛 に よつ て沈 澱 す るがUrc一

たので此虚 に報告 す る次 第 で あ る。bilipogenα(α 型)は 沈澱 しな い。 依 つ てUrobili-

n・senの α 型 及 び β 型 の 問 題 につ き 、 新 に 次 の

.實 駿 成 績 並 び に 考 按 實 験 を行 い
、 以下 述 べ る新 知 見 を得 た 。

(實験1)酷 酸 鈴 に よる 沈澱Ehrlich氏 反 慮 は次(註>Hammarsten(2)に よれ ば 酷酸 鉛 くDie
ぴ　

の様 に施 行 した 。 即 ち試 藥 はP-Dimethylamino-Bleiacetate)はUr・bilin・genを 沈澱 させ ぬ か 又

benzaldehydを2%の 割 合 に10%盤 酸 に溶 解 した は させ て も不 完 全 で あ る と云 う。

もの を用V・、新 鮮 尿 約5ccに 前 記 試 藥3～4滴 をv(實 験2)Ur・bilinogenα 及 び β のEi豊elbe

加 えて室 温 に5分 放 置 した 後 、常 温 の呈 色 を観 察D脇o反 慮

し(Ur・bilin・genβ)次V・ で 煮1帰す る 迄 加 熱 して 尿 をSulfediaz◎benz・1の 酸 性液 と混 すれ ば 多 く

加 熱時 の呈色 を翻 察 した 。(主 と してUrpbilin◎geRの 揚 合 強 いOrangefarburLgカ ミ萬 現 す るが 、K.

α の・反慮 を翻 る) .Themas(3)はEhrlichの 」1dehyd反 慮 が陽 性 な

(1)常 温で はEhrlich氏 反 鷹 蔭 性で 加 熱 して は る虞 すべ て このEigelbeDiaz◎rexktionが 陽 性 な

じめて赤 色 を呈 す る尿(即 ちUrobilinogenα の み る こ とを確 め 、尿 中の 此 の反 慮 がUr◎bilinogentc

を含 有 す る尿)に,10%酷 酸 鉛 水 溶 液 を もはや 沈 よる こと を示 した。 著 者 はUr◎bilin◎ge謹 α 及 び

澱 を増 さぬ迄 加 えて後 濾過 した 濾 液 はEhrlich氏 β が このEig母beDiaz・reakti◎1・iCて 反 鷹 の差 を

反慮 常温 陰 性 、加 熱 賜 性で あ る。(濾 液 に は相 當多 示 す か ど うか を槍 して み た 。
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(1)尿 を酒 石 酸 々性 と して 約 倍 量 の エ ー テ ル で

抽 出 しEigelbeDiazoreaktioRを 行 つ た 。(ヂ ア ゾ

反 態 用 と して 常 用 され る試 験 管 を用 い て 、 ヂ ァ ゾ

第2液 及 び 第1液 を混 合 した 後 工 一 テル を重 爵 し

て…振邊 した)Ehrlich氏 反 慮 常温 陽 性 の 尿 郎 ち β

型 含 有 尿.はEigelbeDiaz◎reakti◎nに 封 し 即 時 に

陽 性 反慮 を示 す。 即 ち直 に 明 瞭 な黄 色 輪 を エ ー テ

ル暦 とSulfodiazobenz◎1酸 性 液 との 境 界に 生 じ

る。 強陽 性 の場 合 は直 ちにSUIfodiaz◎benz◎1酸 性

液 全 盟 が 黄染 す る◎ しか る にEhrlich氏 反 鷹 常 濫

陰 性 、加 熱 陽 性 の尿 印 ちUrobilinogenα の み を

含 む 尿 はEigelbeDia-zoreaktien.に 封 して 、 エ ー

テ ル重 畳 後15・-20分 後 に は じめ て 反 鷹 して 黄 色

輪 を認 め 得 た。 即 ちUr◎bilin◎genβ が 即 時反 磨

を示 す の に封 し α は遅 延 反 磨 を示 す¢

(2)常 温 でEhrlich氏 反 慮 陽 性 で あ るが 、其 の

酷 酸 鉛 沈澱 濾液 がEhrlich氏 反慮 加 熱 陰性 な る尿

帥 ち β 型 の み を含 む と思 われ る尿 で此 の酷 酸 鉛 沈

澱 を 酒 石酸 々 性71vコ ー ル で 抽 出 してEigelbe

Diazoreaktionを 行 えぽ 邸 時 強陽 性 を示 した ◎ 常 湿
'
でEhrliOh氏 反 慮陰 性 で加 熱 陽 性 で あ る尿 の酷 酸

鉛 沈澱 か ら同様 抽 禺 してEigelbeD漉 ◎reaktiORを

行 うの に 陰 性 で あつ た¢ 下～

(小 掬 尿 を酒 石 酸 々性 と して エ ー テル に て抽 萬

しEigelbeDiaz◎reakti◎nを 行seえttUrobilinogen

β は 豊P時反 慮 をUr・bilinogenα は逞 延 反 鷹(10～

20分)を 呈 す る。 一

(實 験3)エ ーt'f7uへ の 溶 解変

實 験2の 如 く酒 石 酸 々性 尿 よ リエ ー テ ルに て抽

出 し 覚igelbeDiaz◎reaktiellを 行 えぱ 竺一般 に上 述

の如 き結 果 を示 すが 、更 に 多数 例 につ い て観 察 す

る内 、Ehrlich氏 反 慮 常 温 微 弱 陽 性 の 尿 がEigelbe

Diazoreaktionに 反 慮 す る の に約5分 を要 した例 に

際 會 し、 又Ehrlich氏 反 慮 加 熱 弱 陽 性 の 尿 が遅 延

反 鷹 を も陰 性 と なつ た例 に際 會 した。 そ こで 即 時

仮 慮 又 は 遅 延 反 鷹 を呈 す るの は 軍 に エ ー テ ル 中 の

Ur◎hili痴g飢 の量 的 差 違 に よ るの で は な い か と云

うこ とが 考 え られ た ◎

(1)尿 を酷 酸 鉛 で 慮 置 してUrobilinogehα の

み を含 む 濾 液 を以 てEigelbeDiaそoreaktioゴ を行

つ て み る と著 明 な 帥 時陽 性 反 慮 を示 す 。 即 ち α型 、

も即 時 反慮 を示 す もので あ る こ と が 分 るδ 故 に

Urobilinogenの α 型 と β 型 とは 酒 石 酸 々性 尿 か

ちエ ・一テ ル で抽 出 してEigelbeDiazoreaktionを

行 う と前 者 は渥 延 反 慮 ・後 者 は 帥時 反 辱 を 示 すの

で一 見EigelbeDiazoreaktionそ の もの に封 する

反 慮 を異 に す る様 にみ 乏 る けれ ど も、 實 は α型 と

β 型 とでEigelbeDiazoreaktionに 封 す る反 癒 を

異 にす るの で は な く、 エ ー テノレに 封 す る溶 解 度が

異 なつ て い るの で あ る ζ とが分 る。 帥 ち酒 石 酸 々

性 の もとに β型 は容 易に エ ー テ ル 中 に移行 す るが

α 型 は エ ー テ ル に移 行 し難 い もの と考 え られ る。

随 つ てEigelbeDiaz◎reaktiOnに 封 して 帥時 反慮

を示 す の と邊 延 反 慮 を示 す の とはエ ー テル 中の ウ

ロ ピ リノ ゲ ンの量 的 閣係 に よ る もので あ る と考 え

られ る。

(2)β 型 の み を含 む 尿 を酒 石 酸 々性 と して エー'

テル抽 出 を行 えぱ 、抽 禺後 の尿 は もはや 常温 で加

熱 して も反 慮 を呈 しな くな る。β 型 及 び α型 を含

む 尿 を酒 石 酸 々性 と して エ ー テ ル抽 出 を行 うと常

温 陰 性 、加 熱 陽性 どな 砂 α 型 の みが 騰 つ てい る。

又 α 型 の み を含 む 尿 を 同様 虚 置 して も α型 は常

に残 存 して い る こ とが 詮 明 され るb

(小 括)Urobilin◎.trellβ は 酒 石 酸 々性(盤 酸 々

性 で も同様 、倶 し速 か に抽 出す る)の もとに 尿 よ
寡

リエ ー テ ル で完 全 に 抽 出 し得 るが 、α は 酒石 酸 々

性 尿 か らエ ー テ ル中 に移行 し難 い 、 尿 を酒石 酸 孝

性 と して エ ー テ ルで 抽 出 しEigelbeDiazoreaktion

を行 えば β型 は即 時 反 磨 を α 型 は 遅 延 反 感 を示

す ことは 實 験2の 如 くで あ るが 、此 は α型 もβ型
し

もEigelbeDiazoreakti◎nそ の もの に封 して は同

じ態 度 を示 す に も拘 らす エ ー テ ルへ の溶 解度 を異

にす るた め に か か る反 鷹 の差 が 現 わ れ る もの と思

われ る◎ ・

(實 験4)硫 酸 安 門 に よ る沈澱 ・

(1)β 型 は硫 酸 安 門 飽 和 に よつ て 完全 に沈 澱 す

る◎

(2)α 型 の み を含 む 尿 を硫 酸 安 門 で飽 和 して も,

硫 酸 安 門飽 和 後 の 濾 液 は依 然 と してEhrlich氏 反

磨 加 熱 陽性 で 濾液 に樹 α 型 が 愛 つ て い る。

(小 括)Urobilinogenβ は硫 酸 安 門飽 和 に よつ

て 完全 に 沈澱 す るが.Urobilinogenα は 一 部 沈澱

tNMPh--2一



395

す るの みで 飽 和 後 の 灘 液 に 尚 建 存 して い る。

(實験5)炭 末 へ の 吸 著

Urobilinogenの β 型 はpH5～7に て 尿 に2%

の創 合 に加 えた活 性 炭 に完 全 に吸 著 され 、炭 末 か

ら酸性 アル コー ル に溶 出 され るが 、 α 型 は活 性 炭

に吸 著 され なV・e

(實験6)Schlesinger氏 反 慮

(1うEhrlich氏 反 慮 常 温 陽 性 で あ るが 酷 酸 鉛 沈

澱濾液 は加 熱 痕 跡 陽 性 に過 ぎ な い尿(主 と して β

型 を含 む 尿)を 日光 に さ らしてEhrlich氏 厘 慮 が

加熱 陰性 となつ た の を確 め て(Urobilinogenが 完

全 に 窃 ◎bilinにな つ た と考 え られ る)Schlesinger.

の反慮 を行 えぼ 彊 陽 性 で あ る◎

(2)Ehrlich氏 反 慮 常温 陰 性 、 加 熱 強 陽性(即

ちα型 を多 量 に 含 む 尿)を 日光 に さ らして 、Eh「lich

氏 反慮 加 熱 陰 性 となつ たの を確 めて 、Schlesinger

の反慮 を行 えぱ弱 陽 性 で あつ た。帥 ちUr◎bilinO6e皿

α も β も酸 化 され る とSchlesingeゴ の 反慮 を與

_え る。

'結 論

1)常 温 でEhrlich氏Aldehyd反 磨 を與 える

物質 と常温 で は反 慮 せ す加 熱 して は じめ て反 慮 を

與 える 物 質 とは 別の 物 質 と 考 え られ る。 前者 を

Ur・bilinogenβ(β 型)後 者 をUrobilinogenα(α 型)

と呼ぶ◎ 但 し爾 者 と もに酸 化 され る とSchlesinger

氏反磨 を呈 す る◎

2)β 型 は酸 性 又 は 中性 尿 か ら 酷 酸 鉛 に よつ て

沈澱 し,沈 澱 か ら酸 性 アル コー ルで 抽 出 し得 る。

α 型は 酷酸 鉛 に よつ て沈 澱 しな い。"

13)β 型は酒石醜 性尿から 　 テノレで容易に
完全 に抽凶 し得 るが α 型 は エ ー テル に 移 行 し難

い。α 型 庵 β 型 もと もにEigelbeDiazoreaktion

を呈す るが 、酒 石 酸 々性 尿 を エ ー テ ルで 押 萬 して

EigelbeDigzoreakti◎ ユ1を行 う と上 記 のエ ー テル の

溶解 度の差 か ら β 型 は 帥 時 反 鷹 を著 明 に與 え る

が,α 型 は逞 延 反 慮 を呈 す るに す ぎい。

4)β 型 は硫 酸 安 門飽 郡 に よつ て 完 全 に沈 澱 す

るが α型 は不 完 全 に沈 澱 す るに 輝 ぎな い。

5)β 型 はpH5～7に て尿 よ り活 性 炭 に完 全 に

吸 著 し、酒 石 酸 匁性 アル コー ル に 溶 出 す るが 、α

曝

型 は 吸 著 され な い◎ ・ え

著 者 が 第 一 報並 び に 第 二報 に於 て 記 した結 果 か

ら,常 温 でEhrlic塾 氏Aldehyd反 慮 を呈 す る所

謂 病 的Urobilinogen尿 は 、 從 來 考 え られ た様 に

輩淀 正 常 尿 のUrebilinogenの 蚤 的 檜 量 に よつ て

起 る もの で は な く、 正 常時 とは 質 的 に 異 なつ た歌

態 に於 てUrobilin◎genが 排 泄 され る 歌 態 で あ る

と解 すべ きで あ る と確 信 す る ◎

終 に御懇篤な る御指導 を給わつた恩師勝沼教授、院長

勝沼六郎博士 、御助言を給わつた日比野助教授並びに芳

賀博士 に潔 く感謝 する◎又名大生化學教室 八木助教授並
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追 補(1)Ehrlich氏 試 藥 を加 えて後 数 分 を

要 して常 温 陽 性 とな る揚 合 に就 いて

Ehrlich氏Aldehyd試 藥 に よつ てUr◎bilin◎gea

反 慮 を行 う場 合 に、 試 藥 を加 えて後 数 分 を要 して

常 温 陽性 とな る場 合 が あ る◎此 の原 因 につ い て次

の事 實twつ の 示 唆 を興 える もの と思 うeEhrlich

氏 試 藥 を加 えて 直 あ に 常 温陽 性 とな る尿 にKH2

POiを 加 えてEhrlich氏 反 鷹 を行 う時 、 加 える

Ehrlich氏 試藥 の量 に よつ て 種 々の反 慮 が 起 る6

Ehrlich氏 試 藥 がKH2PO4の 量 に比 して 比 較 的大

量 で あ る と直 に 常温 陽 性 となる 。試 藥 の量 が 比較

的 小 量 で あ る と何 時 まで も常 湿 陰 性 に と どま る。

試 藥 の量 が 上 述 二者 の 申闇 に あ る と鍛 分 を要 して

常温 陽性 と な る。 實際 の場 合 で もUr◎bilik◎geRの

量 に關 係 す る以外 に斯 様 に尿 中の 燐酸 塵 等 の 無 機

又 は無 機 盤 の た めに か 、る現 象 が 起 夢得 る こと と

思 われ る樹

追 補(2)一 一fi常 温陰 性 にみ えて大 量 の試 藥

を加 える と常 温 陽 性 とな る場 合 階 者 の所 謂`嘘

陰性 例,)に 就 い て

尿 にEhrlich氏Aldehyd試 藥 を加 えて e(例 え

、ぽ 尿5ccに2～3滴 の試 藥 を加 えて)い つ まで も
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常温 陰 匪 に と ど まる 時 に更 に約10滴 位 試 藥 を追(尿10ccに α5～1・09)添 加 す れ ば よb◎ 助 の寳.

加 す るか 叉 は塵 酸 を添 加 す る と常温 陽性 に な る こ 験 的 盧 陰 性 尿 は全 く自然 の もの と同 一 の 性 質 を示

とが稀 に あ る こ とを知 つ た。 此 の 時 尿 を酷 酸 鉛 で す。 自然 の虚 陰 性 例 も尿 中の 無 機 又は 有機 撞 た よ

沈澱 せ しめ る と沈澱 部 か らの酸 性 ア ル コ ー ル 抽 る もの と思 われ る。

出 液 はEigelbeDiaz◎reakti◎n陽 性 で あ り、 濾 液Ehrlich氏Aldehyd試i藥 に よつ てUrobilinogenl

の 方 に 如 何 に大 量 の試 藥 を加 え て も常 温 で は 陰 性 反 慮 を行 う際 、此 の 盧 陰 性 の例 が 稀 で は あ るが 存

で あ る。(α 型 の み を含 む 尿に 如 侮 に 試 藥 を大量 在 す る こ と を注 意 しな け れ ぽ な らぬ と考 える。

加 え て も常 温 で は 陰 性 に と どまつ て い る)又 尿 を 追 補(3)Ur◎bilinOgen反 磨(α 及 び β)

酒石 酸 々性 と して エ ー テル 抽 萬 を行 い、Eigelbe以 上 の所 見 か ら尿 のUr◎bMnogexx反 慮 を正 確

Diaz◎reaktiOnを 行 えぱ 帥 時 陽 性反 慮 を示 す 。 一・ に且 群 型 及 び β 型 を直 別 して 施 行 す る方 法 とし
げ

方 工 一 テ ル抽 出後 の 濾液 は如 何 に大 量 の試 藥 を加 て次 のtk(Z・EigelbeDiazereakti・nを 行 うの が よ

え て も常温 陽 性 とは な らな い。 即 ち此 の 揚 合 は 一。 い と考 え る。 即 ち尿 を酒 石 酸 々性 と して エ ーテル

見 常溜 陰 性 とみ え て も(α 型 の み とみ・え て も)實 抽 出 を行V・EigelbeDiazoreaktionに よつ て β型

は β 型が 存在 して い るの で あ る。 著 者 は か か る例 を槻 察 す る◎ 次 に 尿 に 酷 酸 鉛 を加 えて 生 す る沈澱な
を 、、盧 陰 性"と 呼 んで い る。 か か る例 を實i二a的に 。 を 濾過 して 濾 液 で 再 びEigelbeDiazoreaktionを

つ くるに は 常 温 即 時陽 性 尿 にKH2PO4を 相 當量 行 つ て α 型 を観 察 す る。.

結 核菌 の グ リセ リン代 謝 に就 て

(第 、 一・ 報)

國立療養所刀根山病院(院 長 渡邊竃郎博士)

阪大 理學部化學科(指導 赤堀四郎教授)一

笹 川 泰 治 山 村 雄 一

(本論文の要昏は昭和23年3月 大阪醤學會例會・昭 ・ 「グJを全 く含まぬ培地に於ても増項可能ならしめi

和23年11月 近 畿結 核集團會及び昭和24年4月 日本 ・ 弱 毒 人型 菌 を得 て い る 。Evanoff及 びSweany(8)

結核病學會総會に於て獲 表ぜ り。)ら の如 きは 彼 等 のCream-eg9-inilk培 地 で は「グ』

が反 つ て獲 育 阻 害的 で ある と して い る。

第1章 緒 言 然 し乍 らrグ 」 を以 て結 核 菌 のessentialmeta.

結 核菌 培 養 の炭 熱 と して最 も多 く恥 られ てbOliteと す る考 を支 持 す る者 は 極 め て多 くFeni'

いる もの は グ リセ リンで あ る.グ リセ リン(以 下ba?handRgddier(9),He・ ・ley(10)Malc」lmand

「グ 」 と略 記 する.)撮 初 結 穂 に 肺 た の はMe「 「il1(11)Long('2)・C・「pe「(13)等錨 に上 つ てい
,

NbcardundRoux① で あ り 、そ の後Roskauer及 る 。

びBeck(2)はrグ 」が結 核 菌 の発 育 に最 む好適 な 私 共 は この結 核 菌 に とつ てessentia]・metab・lite

炭素 源 と なる こ と を発 見 した 。 と考 え られ る 「グ 」 の結 核 菌 に よる代 謝機 鱒 を明

而 してFrouin,(3)Terroinea4dLobsteiRω ら らか にす る 爲 に次 に述 べ る 實験 を行 つ た の で)-k.

は培 難 中 が グ 縄 囎 殖 結 核 菌 明 旨質量 と一 の澱 を こ こに第 繍 報 と して報 告 す る?

定 の 関 係 の あ る こ と を述 べ て いる ◎ 然 し最 近 で は 第2章 實 験 方 法

Hellley(5),.Dubo・・(1～X7)らは 「グJを 含 まぬ結 核 菌

の 急速 大 量培 養 法 を発 表 してお り、又 大 阪 大 攣 竹 第1節 結 核 菌 酵 索 液 の 調 製

尾結 核 研 究 所 に於 て は 「グ 」 を漸 減 的 に減 少 して 菌 株 は 凡て 鳥型 結 核 菌(竹 尾 株)を 用 いた 。

添 加 せ し めた培 地 に 人 型 菌植 纏 ぎ を 行 つ て 途 に 鳥型 菌 の「グ 」肉 汁 塞 天 増 地 崎培 養 第4-7日 目

一 一4_




